
「

社

内

中

核

人

材

勉

強

会

」

の

メ

イ

ン

講

師

を

務

め

る

丹

野

幸

敏

・

日

本

生

産

性

本

部

講

師

の

話

　

「

社

内

中

核

人

材

勉

強

会

」

の

最

大

の

特

徴

は

、

計

５

回

の

研

修

日

程

以

外

に

も

接

点

を

持

ち

、

講

師

陣

と

受

講

生

が

相

談

し

な

が

ら

、

自

社

の

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ン

を

作

り

上

げ

て

い

く

と

い

う

プ

ロ

セ

ス

が

あ

る

こ

と

だ

。

各

人

が

学

ん

で

気

づ

い

て

育

っ

て

い

く

と

い

う

プ

ロ

セ

ス

が

新

規

事

業

創

造

の

イ

ン

キ

ュ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

場

に

な

っ

て

い

る

。

　

新

規

事

業

を

生

み

出

す

と

い

う

ミ

ッ

シ

ョ

ン

に

向

か

っ

て

い

く

こ

と

自

体

が

人

材

育

成

だ

と

思

っ

て

い

る

。

い

ず

れ

は

自

分

た

ち

で

新

規

事

業

を

や

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

、

悩

み

方

や

人

へ

の

相

談

の

仕

方

、

上

司

の

巻

き

込

み

方

な

ど

、

新

規

事

業

に

伴

う

様

々

な

壁

を

こ

の

勉

強

会

で

体

験

し

て

も

ら

い

、

自

分

で

で

き

る

よ

う

に

な

る

き

っ

か

け

を

提

供

し

て

い

る

。

　

指

導

に

あ

た

っ

て

は

、

気

づ

い

て

も

ら

う

こ

と

を

重

視

し

て

い

る

。

座

学

は

で

き

る

だ

け

少

な

く

し

て

、

発

表

を

聞

い

て

も

ら

っ

て

周

り

か

ら

フ

ィ

ー

ド

バ

ッ

ク

を

受

け

る

機

会

や

、

グ

ル

ー

プ

討

議

等

で

他

人

の

意

見

を

聞

く

機

会

を

増

や

し

て

い

る

。

課

題

の

指

導

で

も

、

「

ど

う

し

て

そ

の

よ

う

に

考

え

る

の

か

」

と

い

っ

た

質

問

を

投

げ

か

け

、

受

講

生

自

ら

が

気

づ

い

て

も

ら

う

よ

う

な

、

自

主

性

を

促

す

指

導

を

心

が

け

て

い

る

。

　

中

小

企

業

の

新

規

事

業

創

出

に

お

い

て

は

、

経

営

ト

ッ

プ

は

、

新

規

事

業

は

な

か

な

か

う

ま

く

い

か

な

い

こ

と

や

、

時

間

が

か

か

る

こ

と

を

あ

る

程

度

許

容

し

た

う

え

で

、

先

行

投

資

と

し

て

決

断

し

た

ら

、

あ

と

は

自

由

に

担

当

者

に

任

せ

て

、

人

が

育

つ

の

を

待

つ

こ

と

が

重

要

だ

。

　

新

規

事

業

に

は

伝

え

る

力

も

求

め

ら

れ

る

。

予

算

を

取

っ

て

く

る

と

き

で

も

、

経

営

陣

に

説

明

す

る

と

き

で

も

、

新

規

事

業

の

リ

ー

ダ

ー

は

、

自

分

で

説

明

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

働

き

か

け

に

よ

っ

て

、

相

手

が

行

動

を

変

え

て

く

れ

る

よ

う

な

説

明

の

仕

方

や

提

案

の

仕

方

を

習

得

し

て

お

く

必

要

が

あ

る

。

切れ目ない支援が必要

溝口俊徳・鹿児島県商工労働水産部産業立

地課新産業創出室長の話

　鹿児島県における全産業の労働生産性は

全国平均の８割程度となっており、労働生

産性向上のための経営基盤の強化などが課

題だ。

　県では、新産業の創出に向けて、かごし

ま産業支援センター、金融機関、大学、公

設研究機関等との連携を図り、企業の「稼

ぐ力」の向上を目指して、スタートアップ

の創出・育成や中小企業の新事業展開、中

小企業のＤＸ推進のための各種支援施策を

展開している。

　県内の中小企業の成長を促進するために

は、新たな産業の創出が重要だ。宇宙関連

やドローン関連では今後、市場拡大が期待

されている。宇宙関連では県内に二つの射

場（種子島と内之浦）が立地する特性を生

かし、産学官連携の研究会「鹿児島県宇宙

ビジネス創出推進研究会」を６月に立ち上

げ、ビジネス化に向けた課題の整理などを

行っている。

　中小企業の新事業支援については、事業

ニーズの掘り起こし、マッチング、事業化、

販路拡大までの各段階において、切れ目な

い支援が必要になる。研究開発だけ、販路

拡大だけの支援では事業創出はなかなか難

しい。「新産業創出ネットワーク事業」は、

複数年（最大３年間）にわたって、新産業

創出、新分野開拓に関して一貫した支援が

受けられる事業となっており、継続的かつ

包括的に県内中小企業を支援している。補

助金による支援については、例年、募集件

数を超える応募があり、好評だ。

　優秀な技術シーズを持つ企業で事業化に

あまり積極的でない事例も見られるので、

アライアンスに誘導することや、他社に事

業を託すようなスキームの構築も検討課題

ではないかと思っている。そうした橋渡し

を通じて、県内中小企業の新事業創出を支

援していきたい。

中小企業の「稼ぐ力」に寄与したい

増田成美・かごしま産業支援センター産業

振興課長の話

　「社内中核人材勉強会」の特徴は大きく

二つある。一つは事前課題に取り組んだう

えで、各回の講義を聴講し、講師のアドバ

イスを受けながら、ビジネスプランの企画、

作成、発表を行う演習方式であること、も

う一つは受講生の事前課題やビジネスプラ

ンの作成をフォローするために、クラウド

サービスを活用してオンラインの個別指導

を行う体制を構築していることだ。

　受講生が所属する企業の業種や事業規模

は様々だが、半年という長期間で開催され

るので、受講生全員が１月の成果発表まで

出席してもらうことが事業の趣旨上、大切

だ。そのために、関係者間で定期的に会合を

持ち、問題点の改善を図っている。

　受講生がこの勉強会での学びを生かし、

社内で新規事業開発のリーダーになっても

らうことを期待している。また、鹿児島県

内の中小企業の「稼ぐ力」の向上に寄与す

るような、新規事業創出の中核人材が一人

でも多くここから育ってほしいと思う。

　

鹿

児

島

県

で

は

、

県

内

の

中

小

企

業

を

対

象

に

、

自

社

の

抱

え

る

課

題

を

正

確

に

把

握

し

て

、

課

題

解

決

に

向

け

た

具

体

的

な

ア

イ

デ

ア

を

生

み

出

し

、

新

規

事

業

を

推

進

で

き

る

人

材

（

社

内

中

核

人

材

）

を

育

成

す

る

「

社

内

中

核

人

材

勉

強

会

」

＝

写

真

＝

を

２

０

１

９

年

か

ら

開

催

し

て

い

る

。

　

「

社

内

中

核

人

材

勉

強

会

」

は

「

新

産

業

創

出

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

事

業

」

の

一

つ

と

し

て

実

施

さ

れ

て

い

る

。

同

事

業

は

、

地

域

資

源

等

を

活

用

し

た

新

産

業

創

出

に

取

り

組

む

県

内

中

小

企

業

に

対

し

、

事

業

ニ

ー

ズ

の

掘

り

起

こ

し

か

ら

事

業

化

、

販

路

拡

大

ま

で

の

各

段

階

に

応

じ

て

、

集

中

的

か

つ

継

続

的

に

支

援

す

る

も

の

で

、

主

に

「

事

業

ニ

ー

ズ

や

課

題

の

掘

り

起

こ

し

、

企

業

と

研

究

者

等

の

マ

ッ

チ

ン

グ

支

援

」

「

補

助

金

に

よ

る

支

援

」

「

専

門

家

に

よ

る

伴

走

支

援

」

「

セ

ミ

ナ

ー

等

の

開

催

」

の

四

つ

か

ら

構

成

さ

れ

て

い

る

。

　

「

セ

ミ

ナ

ー

等

の

開

催

」

で

は

「

ビ

ジ

ネ

ス

セ

ミ

ナ

ー

」

や

「

社

内

中

核

人

材

勉

強

会

」

な

ど

が

行

わ

れ

て

い

る

。

　

「

社

内

中

核

人

材

勉

強

会

」

で

は

、

新

規

事

業

開

発

担

当

に

求

め

ら

れ

る

マ

イ

ン

ド

お

よ

び

ス

キ

ル

を

体

系

的

に

学

ぶ

。

ま

た

、

異

業

種

・

異

職

種

の

受

講

生

、

講

師

と

の

交

流

を

通

じ

て

、

多

角

的

な

視

野

を

習

得

で

き

る

。

主

催

は

鹿

児

島

県

、

委

託

事

業

者

は

か

ご

し

ま

産

業

支

援

セ

ン

タ

ー

で

、

日

本

生

産

性

本

部

は

当

初

か

ら

「

社

内

中

核

人

材

勉

強

会

」

の

企

画

運

営

に

関

与

し

て

い

る

。

　

今

年

度

の

勉

強

会

は

８

月

末

か

ら

来

年

１

月

ま

で

の

日

程

（

全

５

回

）

で

開

催

（

第

１

回

と

第

５

回

は

会

場

開

催

、

第

２

～

第

４

回

は

オ

ン

ラ

イ

ン

開

催

）

さ

れ

、

�

社

�

人

が

参

加

し

て

い

る

。

　

８

月

の

第

１

回

「

社

内

中

核

人

材

に

必

要

な

マ

イ

ン

ド

の

醸

成

と

基

礎

固

め

」

で

は

、

新

規

事

業

開

発

を

遂

行

す

る

た

め

の

マ

イ

ン

ド

や

ス

キ

ル

の

解

説

、

新

規

事

業

計

画

書

（

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ン

）

の

作

成

方

法

、

簡

単

に

活

用

で

き

る

Ｉ

Ｔ

ツ

ー

ル

の

説

明

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

「

今

ま

で

は

使

い

方

が

難

し

い

と

さ

れ

て

い

た

Ｉ

Ｔ

ツ

ー

ル

が

進

歩

し

、

実

は

低

価

格

で

簡

単

に

使

え

る

時

代

に

な

っ

て

き

た

と

い

う

こ

と

を

伝

え

て

い

る

。

そ

う

し

た

も

の

を

利

用

し

て

、

自

社

の

ビ

ジ

ネ

ス

を

ど

う

変

え

る

か

を

投

げ

か

け

て

い

る

」

（

丹

野

幸

敏

・

日

本

生

産

性

本

部

講

師

）

。

　

９

月

の

第

２

回

「

お

客

様

中

心

で

の

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

発

想

法

」

で

は

、

自

社

の

事

業

計

画

を

検

討

す

る

際

に

有

用

な

考

え

方

を

学

ぶ

と

と

も

に

、

事

業

計

画

の

概

要

に

つ

い

て

の

講

義

が

行

わ

れ

た

。

各

自

が

作

成

し

て

き

た

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ン

を

発

表

し

、

講

師

や

受

講

生

と

の

意

見

交

換

を

行

い

、

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ン

の

ブ

ラ

ッ

シ

ュ

ア

ッ

プ

を

図

っ

た

。

　

�

月

の

第

３

回

「

効

果

的

な

話

法

の

習

得

と

実

例

か

ら

の

学

び

」

で

は

、

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ン

を

分

か

り

や

す

く

魅

力

的

に

紹

介

・

発

信

す

る

た

め

の

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

手

法

を

学

ん

だ

。

各

自

が

作

成

し

た

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ン

の

個

別

指

導

と

相

互

学

習

も

行

わ

れ

た

。

　

�

月

の

第

４

回

「

プ

ラ

ン

の

実

現

可

能

性

の

検

証

と

最

終

調

整

」

で

は

、

実

現

性

の

高

い

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ン

と

す

る

た

め

の

財

務

計

画

の

講

義

・

演

習

や

、

最

終

回

に

向

け

た

受

講

生

の

発

表

リ

ハ

ー

サ

ル

と

相

互

学

習

、

ゲ

ス

ト

講

話

者

に

よ

る

講

演

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

　

１

月

末

に

実

施

さ

れ

る

第

５

回

「

研

修

結

果

の

発

表

と

実

行

・

展

開

に

向

け

て

」

で

は

、

受

講

生

の

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ン

の

発

表

が

行

わ

れ

る

。

発

表

内

容

に

は

、

審

査

員

（

講

師

・

外

部

有

識

者

）

か

ら

評

価

と

フ

ィ

ー

ド

バ

ッ

ク

が

行

わ

れ

、

受

講

生

は

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ン

の

更

な

る

改

善

を

図

る

こ

と

が

で

き

る

。

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。


